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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 76,521 83.2 777 △53.6 1,064 △44.6 475 △59.2

23年3月期第1四半期 41,769 72.4 1,673 ― 1,920 ― 1,163 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 3,496百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △713百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 11.26 ―

23年3月期第1四半期 27.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第1四半期 136,821 69,515 40.8 1,324.84
23年3月期 88,363 55,360 60.2 1,260.69

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  55,869百万円 23年3月期  53,164百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 10.00 ― 10.00 20.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 162,000 101.3 3,100 3.0 3,200 △8.4 1,000 △53.3 23.71
通期 338,000 110.2 9,000 81.9 9,100 50.0 3,700 2.2 87.74
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

※詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（その他）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
※詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（その他）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 6社 （社名） Yusen Logistics (UK) Ltd. 他５社 、 除外 1社 （社名） Yusen Air & Sea Service（France）S.A.S.

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 42,220,800 株 23年3月期 42,220,800 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 50,734 株 23年3月期 50,734 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 42,170,066 株 23年3月期1Q 42,170,408 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 当第１四半期の概況 

 当第１四半期における世界経済は、欧州においては、ドイツ等の主要国を中心に景気の改善が続いているもの

の、一部の国々で財政危機に直面している等、いまだ不透明な状況にあります。米国においては、前年来の量的金

融緩和政策により回復基調を維持しておりますが、ガソリン価格の高騰や食料品の値上がりにより個人消費の伸び

が鈍化しております。アジア経済は、日本の東日本大震災の影響を受けたものの総じて堅調に推移しております。

日本においては、東日本大震災による交通の遮断、サプライチェーンの途絶、原発問題に起因する電力の供給不足

等が、経済に大きな影響を与えました。 

 国際物流市場は、東日本大震災の影響で日本及びアジアを中心に貨物取扱量が一時的に低迷いたしました。ま

た、サプライチェーンが途絶する中でアジア域内の部品物流の停滞は、欧米に向けた製品や部材の輸出にも波及い

たしました。 

 当社グループにおいては、アジア発を中心に荷動きは停滞し、貨物取扱量が減少いたしました。 

なお、当社グループは平成22年12月22日付「日本郵船と郵船ロジスティクスの海外事業統合に関する基本契約の締

結について」で公表しました両社間の基本契約に基づいて統合手続を進めており、当第１四半期末までにアジアの

一部法人等を除いて概ね統合を完了いたしました。 

 これらの結果、当社グループの当第１四半期の連結業績は次のとおりとなりました。 

  

② セグメントの業績 

１．日本 

 航空フォワーディングにおける輸出航空貨物につきましては、東日本大震災の影響を受け、北関東地方、東北

地方における交通の遮断や製造業者のサプライチェーンの途絶による荷動きの停滞に加え、前年同四半期の航空

貨物取扱量の増加に大きく寄与した欧州・アジア向けの薄型テレビ関連品の荷動きが減衰し、航空貨物取扱量は

減少いたしました。この結果、当第１四半期の輸出航空貨物取扱重量は前年同四半期比15.8％の減少となりまし

た。輸入航空貨物につきましては、６月に入り半導体関連品等を中心に取扱件数は回復傾向にあるものの、東日

本大震災による生産調整や電力不足による生産の停滞、個人の消費マインドの低迷もありアジア発の自動車関連

部品、電子・電気機器関連品の取扱件数が減少いたしました。この結果、当第１四半期の輸入航空貨物の取扱件

数は前年同四半期比16.3％減と低調に推移いたしました。 

 海上フォワーディングは、自動車関連部品等の輸送が減少したものの、６月に入り荷動きは徐々に回復してき

ました。この結果、当第１四半期の海上貨物の輸出入取扱件数は前年同四半期比78.1％の増加となりました。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は21,225百万円（前年同四半期比9.5％増）、セグメント損

失（営業損失）は71百万円（前年同四半期はセグメント利益380百万円）となりました。 

  

２．米州 

 航空フォワーディングにおける輸出航空貨物は、アメリカンチェリーの出荷が堅調に推移したものの、アジア

向け自動車関連部品、半導体関連品、医療機器関連品の輸出が低調に推移しました。この結果、当第１四半期の

輸出航空貨物取扱重量は、前年同四半期比3.0％の増加に留まりました。輸入航空貨物につきましては、日本や

アジアからの部品供給が停滞し、輸入取扱件数が減少いたしました。この結果、当第１四半期の輸入航空貨物の

取扱件数は、前年同四半期比5.7％の減少となりました。 

 海上フォワーディングは、機械や自動車関連部品の取扱いを中心に堅調に推移いたしました。この結果、当第

１四半期の海上貨物の輸出入取扱件数は前年同四半期比48.7％の増加となりました。 

 ロジスティクスは、事業統合により営業収益は大幅に増加したものの、米国の個人消費の低調さもあり、当第

１四半期は倉庫や陸上輸送に関わる貨物取扱量が低迷いたしました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  （単位：百万円未満四捨五入）

  
当第１四半期 
連結累計期間 

前第１四半期 
連結累計期間 

前年同四半期比 

増減 増減率 

営業収益  76,521  41,769  34,752 ％ 83.2

営業利益  777  1,673  △896 ％ △53.6

経常利益  1,064  1,920  △856 ％ △44.6

四半期純利益  475  1,163  △688 ％ △59.2
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 これらの結果、営業収益は19,231百万円（前年同四半期比451.8％増）、セグメント損失（営業損失）は155百

万円（前年同四半期はセグメント利益186百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第１四半期が82.04円、前年同四半期が92.81円であります。 

  

３．欧州 

 航空フォワーディングにおける輸出航空貨物は、東日本大震災の影響もあり日本向け輸出航空貨物の取扱量が

一時的に減少いたしました。この結果、当第１四半期の輸出航空貨物取扱重量は、前年同四半期比15.4％の減少

となりました。また、輸入航空貨物については、欧州域内の個人消費の落ち込みもあり、アジアからの家電製品

や自動車関連部品の取扱いが減少いたしました。この結果、当第１四半期の輸入航空貨物の取扱件数は、前年同

四半期比12.4％の減少となりました。 

 海上フォワーディングにつきましては、アジア向けの紙製品・化学品や、北米向けの消費財関連の需要を受

け、当第１四半期の海上貨物の輸出入取扱件数は前年同四半期比85.1％の増加となりました。 

 ロジスティクスにつきましては、事業統合により欧州でお客様に提供できるサービスの幅も広がり、質も格段

に向上いたしました。これを受けて各地の倉庫やクロスドックで取扱う貨物量やトラックの輸送需要にも恵ま

れ、営業収益と営業利益の増大に寄与いたしました。 

 これらの結果、営業収益は19,458百万円（前年同四半期比408.1％増）、セグメント利益（営業利益）は370百

万円（同232.1％増）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第１四半期が118.54円、前年同四半期が120.53円であります。 

  

４．東アジア 

 航空フォワーディングにおける輸出航空貨物につきましては、デジタル家電品、ゲーム機器関連品や半導体関

連品等のアジア域内への輸出航空貨物取扱量は堅調に推移したものの、東日本大震災の影響で自動車関連部品を

中心に日本向けの貨物取扱量が減少いたしました。また日本から調達する部材・部品の不足により欧米向けの製

品輸出の荷動きも低調に推移いたしました。この結果、当第１四半期の輸出航空貨物取扱重量は、前年同四半期

比20.9％の減少となりました。輸入航空貨物の取扱件数は、東日本大震災の影響により自動車関連部品の部材供

給が滞ったため工場の生産停止が相次ぎ、５月までの荷動きは総じて低調に推移いたしました。６月に入り回復

の兆しが見えてきたものの本格的な回復には至っておりません。この結果、当第１四半期の輸入航空貨物の取扱

件数は、前年同四半期比10.4％の減少となりました。 

 海上フォワーディングは、航空フォワーディングに比べ東日本大震災の影響は少なく、日本向けの家電製品の

出荷や薄型テレビ関連品等の取扱いが堅調に推移いたしました。この結果、当第１四半期の海上貨物の輸出入取

扱件数は前年同四半期比48.8％の増加となりました。 

 ロジスティクスの取扱いは大きくないものの、東日本大震災の影響で工場生産がストップし、部材供給も滞っ

ているため荷動きは停滞しました。 

 これらの結果、営業収益は9,156百万円（前年同四半期比10.3％増）、セグメント利益（営業利益）は541百万

円（同2.2％増）となりました。 

  

５．南アジア・オセアニア 

 航空フォワーディングにおける輸出航空貨物は、一部北米向けの自動車関連部品の取扱いがあったものの、東

日本大震災の影響を受けて自動車関連部品、電子・電気機器関連品を中心に輸出航空貨物の取扱量は減少した結

果、当第１四半期の輸出航空貨物取扱重量は、前年同四半期比11.4％の減少となりました。輸入航空貨物は、ア

ジア域内からの電子・電気機器関連品、事務機器関連品は比較的安定した取扱いとなりました。また、東日本大

震災の影響による日系企業の工場稼働日の減少もありました。この結果、当第１四半期の輸入航空貨物の取扱件

数は、前年同四半期比8.4％の減少となりました。 

 海上フォワーディングは、東日本大震災の影響を受け、自動車関連部品を中心に取扱いが減少したものの、当

第１四半期の海上貨物の輸出入取扱件数は前年同四半期比48.6％の増加となりました。 

 ロジスティクスは、日用雑貨や家電製品等の在庫管理や保管作業等の取扱いがあったものの、東日本大震災に

よる自動車関連部品の生産停止や停滞を受け、倉庫で受託する貨物量は減少いたしました。 

 これらの結果、営業収益は8,157百万円（前年同四半期比7.6％増）、セグメント利益（営業利益）は142百万

円（同69.6％減）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は136,821百万円となり、前連結会計年度末に比べ48,458百万円、

54.8％の増加となりました。これは、現金及び預金が6,932百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が

26,400百万円、有形固定資産が18,697百万円増加したことが主な要因です。 

 負債は67,306百万円となり、前連結会計年度末に比べ34,303百万円、103.9％の増加となりました。これは、支払

手形及び営業未払金が13,503百万円、長期借入金が4,469百万円それぞれ増加したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金の増加や為替換算調整勘定の減少等により69,515百万円となり、自己資本比率は40.8％となり

ました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年４月28日に「平成23年３月期 決算短信」において公表いたしました連結業績予想を下記のとおり修正

いたします。 

  

① 第２四半期連結累計期間の連結業績予想（平成23年４月１日～平成23年９月30日） 

（単位：百万円未満四捨五入）

＜修正の理由＞ 

 当第１四半期は東日本大震災の影響によるサプライチェーンの途絶等により、製造業の生産活動が急速に収縮

し、日本やアジアにおいて貨物取扱量が大幅に減少いたしました。 

 第２四半期は個人消費を中心に欧米経済の回復に力強さはなく、物流マーケットは先行き不透明な状況が続くも

のと思われます。 

 これらを踏まえ、第２四半期連結累計期間の連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 

  

② 通期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

（単位：百万円未満四捨五入）

＜修正の理由＞ 

 下半期につきましては、東日本大震災の影響も薄れ、生産の回復に伴って日本やアジアの国際貨物の荷動きは

徐々に回復してくるものと思われます。一方、原油価格に影響を及ぼす北アフリカ・中東諸国の政情不安定も長期

化の様相を呈する等、欧米景気の先行きは不透明な状況にあります。また、中国をはじめとしたアジアからの輸入

品の取扱いが多い北米では、小売業種の貨物取扱量が米国内の消費動向に左右される一面もあり、ロジスティクス

事業の回復見通しに明るさが見えない情勢を鑑み、通期の連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 

  

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります 

  

  
営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり
四半期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成23年４月28日発表) 

百万円 

 170,000

百万円 

 4,600

百万円 

 4,600

百万円 

 2,000

円 銭 

 47.43

 今回修正予想(B)  162,000  3,100  3,200  1,000  23.71

 増減額(B)-(A)  △8,000  △1,500  △1,400  △1,000  －

 増減率 △4.7％ △32.6％ △30.4％ △50.0％  －

（参考）前年同四半期実績 

 （平成23年３月期第２四半期）  80,467  3,011  3,492  2,142  50.80

  
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成23年４月28日発表) 

百万円 

 353,000

百万円 

 11,100

百万円 

 11,100

百万円 

 5,000

円 銭 

 118.57

 今回修正予想(B)  338,000  9,000  9,100  3,700  87.74

 増減額(B)-(A)  △15,000  △2,100  △2,000  △1,300  －

 増減率 △4.2％ △18.9％ △18.0％ △26.0％  －

（参考）前期実績 

 （平成23年３月期）  160,788  4,947  6,068  3,621  85.85
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 平成23年４月28日付で「日本郵船と郵船ロジスティクスの海外事業統合に関する実施状況について」において公

表しましたとおり、当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。以下、日本郵

船という。）は、物流事業の再編と統合を実施いたしました。日本郵船の連結子会社を存続会社とする吸収合併及

び株式交換による完全子会社化等の結果、以下の会社を当四半期連結累計期間において連結の範囲に含めておりま

す。 

  

 ・Yusen Logistics (France) S.A.S. 

 ・Yusen Logistics (Italy) S.P.A. 

 ・Yusen Logistics (Belgium) N.V. 

 ・Yusen Logistics (UK) Ltd. 

 ・Yusen Logistics (Czech) s.r.o. 

 ・NYK Logistics (Australia) Pty.Ltd. 

  

 また、消滅会社であるYusen Air & Sea Service (France) S.A.S.を連結の範囲から除外しております。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

  

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,075 20,143

受取手形及び営業未収入金 30,169 56,569

貯蔵品 35 130

繰延税金資産 841 1,779

その他 2,958 6,749

貸倒引当金 △195 △630

流動資産合計 60,883 84,740

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,582 32,851

減価償却累計額 △8,711 △13,820

建物及び構築物（純額） 8,871 19,031

機械装置及び運搬具 1,015 9,091

減価償却累計額 △774 △6,645

機械装置及び運搬具（純額） 241 2,446

工具、器具及び備品 4,368 9,265

減価償却累計額 △3,185 △6,421

工具、器具及び備品（純額） 1,183 2,844

土地 6,716 11,156

建設仮勘定 5 236

有形固定資産合計 17,016 35,713

無形固定資産   

のれん 52 3,117

その他 1,048 2,937

無形固定資産合計 1,100 6,054

投資その他の資産   

投資有価証券 2,478 2,775

繰延税金資産 2,254 2,663

その他 4,940 5,177

貸倒引当金 △308 △301

投資その他の資産合計 9,364 10,314

固定資産合計 27,480 52,081

資産合計 88,363 136,821
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 15,328 28,831

短期借入金 － 619

未払法人税等 1,046 761

繰延税金負債 2 128

賞与引当金 1,615 2,626

役員賞与引当金 － 22

その他 4,547 18,309

流動負債合計 22,538 51,296

固定負債   

長期借入金 4,500 8,969

繰延税金負債 75 462

退職給付引当金 3,617 3,964

役員退職慰労引当金 356 325

独禁法関連引当金 1,728 1,728

負ののれん 2 1

その他 187 561

固定負債合計 10,465 16,010

負債合計 33,003 67,306

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,812 4,733

利益剰余金 51,375 54,409

自己株式 △69 △69

株主資本合計 60,419 63,374

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 142 165

在外子会社の年金債務調整額 － 13

為替換算調整勘定 △7,397 △7,683

その他の包括利益累計額合計 △7,255 △7,505

少数株主持分 2,196 13,646

純資産合計 55,360 69,515

負債純資産合計 88,363 136,821
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

営業収益 41,769 76,521

営業原価 32,519 64,125

営業総利益 9,250 12,396

販売費及び一般管理費 7,577 11,619

営業利益 1,673 777

営業外収益   

受取利息 28 36

受取配当金 21 55

為替差益 132 92

持分法による投資利益 48 104

負ののれん償却額 1 1

その他 31 118

営業外収益合計 261 406

営業外費用   

支払利息 7 66

固定資産除却損 2 8

その他 5 45

営業外費用合計 14 119

経常利益 1,920 1,064

特別利益   

貸倒引当金戻入額 19 －

会員権売却益 5 －

特別利益合計 24 －

特別損失   

投資有価証券評価損 5 17

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11 －

特別損失合計 16 17

税金等調整前四半期純利益 1,928 1,047

法人税等 628 449

少数株主損益調整前四半期純利益 1,300 598

少数株主利益 137 123

四半期純利益 1,163 475
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,300 598

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △47 23

為替換算調整勘定 △2,047 △345

持分法適用会社に対する持分相当額 81 91

在外子会社の年金債務調整額 － 60

持分変動差額 － 3,069

その他の包括利益合計 △2,013 2,898

四半期包括利益 △713 3,496

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △804 3,381

少数株主に係る四半期包括利益 91 115
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該当事項はありません。 

  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△50百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

   当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の

再編と統合を実施いたしました。これにより、前連結会計年度の末日に比して、当第１四半期連結会計期

間の「米州」及び「欧州」の資産の金額が著しく変動しております。当第１四半期連結会計期間の末日に

おける当該セグメントの資産の金額は、「米州」が22,882百万円（前連結会計年度比15,618百万円増）、

「欧州」が42,274百万円（前連結会計年度比31,096百万円増）であります。  

  

該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  19,330  3,293  3,636  7,970  7,540  41,769  －  41,769

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 53  192  193  335  40  813  △813  －

計  19,383  3,485  3,829  8,305  7,580  42,582  △813  41,769

セグメント利益  380  186  112  529  467  1,674  △1  1,673

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  21,176  19,110  19,125  9,004  8,106  76,521  －  76,521

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 49  121  333  152  51  706  △706  －

計  21,225  19,231  19,458  9,156  8,157  77,227  △706  76,521

セグメント利益又は損失（△）  △71  △155  370  541  142  827  △50  777

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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